
　　　評価 【 Ｂ 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）
【社会性の育成】　　　評価 【 Ａ 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）

【チーム学校】　　　評価 【 Ｂ 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 32 　　               　佐川                  高等学校　 課程 全

学校関係者評価

【学力の向上】

文教の町・佐川を中心とする教育資源を生かし、探究活動や地域活性化の取組により、課題解決
力や協働する力を養い、地域社会に貢献する人材を育成する。

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
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ー

○地域課題解決力の育成を目指した３年間の「いのち輝け～さくら咲くプロジェク
ト～」（総合的な探究の時間）の活動に取り組みます。
○２年次から生徒の適性・興味・進路希望に応じた２コース（教養系、文・理系）の
選択履修を行います。
○授業における基礎基本の学び直し及び思考/判断/表現する機会や個別面談
を実施します。
〇補習・添削、ＩＣＴ教材や遠隔授業を活用した国公立大学等を目指す生徒の進
学学力の育成に取り組みます。

中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ば
　　たく人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の
     未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

スクー
ル・ミッ
ション

地域と協働して地元の資源を生かした特色ある教育活動を展開し、学校の垣根を超えて学びを深
化させることにより、地域社会を担う人材を育成する。

通常の学級における合理的配慮の授業研究が行き届いていることもあり、基礎学力は上がり、「将来のための
学習」も高くなっている。ただ生徒、保護者、教員間で将来の目標についてのすり合わせが必要になってくる。
そのためにもきめの細かい面談が必要である。

○自ら学び、考え、判断し、行動し、他者と協働して、地域に貢献した
いと考えている生徒を求めています。 部活動が活発になることで社会性の育成に繋がっている。また、総合的な探究の時間がいい面をもたらしてい

るが、「本校のアピールポイント」にするためにはさらに磨きをかけるべきで、地域コンソーシアム会議などでも
その方向性の議論もされている。

○言語を適切に用いて、気持ちや考えを他者に伝えたり、他者とのコ
ミュニケーションを円滑に図ったりする力を育成します。
○地域課題解決力（地域理解力・情報収集力・創造力・比較分析力・
表現力、主体的行動力・協働力）を育成します。

今年は例年にも増して、関係機関とのつながりが見られた。地域コンソーシアム会議などで本校の魅力化を図
る議論が多くされ、今こそ地域、学校、保護者が意見を出し合い、佐川高校の存続に繋げていきたい考えであ
る。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心、多様性・包摂性の尊
重
○豊かな人間性・道徳性・社会性
○他者への思いやり（地域・社会貢
献、ボランティア活動等も含む）

○自己存在感、自己有用感、コミュニケーション
力、自己決定力等の育成
・「授業ではまとめたり発表の機会がある」肯定
的回答R６_９１％→R７_９５％

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」を通じた自己肯定感、
地域貢献意識などの醸成
② 学校行事・部活動等を通じた 「主体性・協働・地域貢献」の精
神の涵養：授業・学校行事・部活動・ボランティア活動・インター
ン・進路講演会等への主体的な参加
③コミュニケーション力・自己管理力の向上：
キャリアパスポート・「今未来手帳」及びタブレットを効果的に活
用したコミュニケーション力、自己管理力の向上（記録と振り返り)

Ａ

○自己存在感、自己有用感、コミュニケー
ション力、自己決定力等の育成
・「授業ではまとめたり発表の機会がある」肯
定的回答R６_９１％→R７_１回目９８．７％

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」を通
じた自己肯定感、地域貢献意識などの醸成
② 学校行事・部活動等を通じた 「主体性・協
働・地域貢献」の精神の涵養：授業・学校行事・
部活動・ボランティア活動・インターン・進路講
演会等への主体的な参加
③コミュニケーション力・自己管理力の向上：
キャリアパスポート・「今未来手帳」及びタブレッ
トを効果的に活用したコミュニケーション力、自
己管理力の向上（記録と振り返り)

Ａ

○自己存在感、自己有用感、コミュニケー
ション力、自己決定力等の育成
・「授業ではまとめたり発表の機会がある」肯
定的回答R６_９１％→R７_２回目９４．３％
〇地域のイベントやボランティアへの部活動
や個人での参加が増加した。
〇キャリア・パスポート「今未来手帳」への記
録や振り返りを全員が利用した

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」
を通じた自己肯定感や地域貢献意識など
の醸成
② 学校行事・部活動等を通じた 「主体性・
協働・地域貢献」の精神の涵養：授業・学校
行事・部活動・ボランティア活動・インターン
シップ・進路講演会等への主体的な参加
③コミュニケーション力・自己管理力の向
上：キャリアパスポート・「今未来手帳」及び
タブレットを効果的に活用したコミュニケー
ション力、自己管理力の向上（記録と振り返
り)

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に
必要な資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の推進
・３年総合発表会・２年中間発表会で成果を上げる
・各学年発表会で８題の発表をする（中間発表８題）
〇学校評価アンケート　「将来地域に貢献した
いと考えていますか」
肯定的回答R６_３年５３％→R７_３年６０％以上
○学習を進路決定に生かす
・「地域や社会のために何をすべきか考える」
肯定的回答R６_６２％→R７_６７％
・進路決定率１００％(個別・集団面接を突破する）

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」を進めるに当たっての
地域学校協働活動推進員との検討会（事前事後）
②発表会に向けてのプレゼンの能力の育成
③成果を進路での面接、作文、集団討論等で生かす進路指導

B

○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の
推進
・３年総合発表会で成果を上げた・２年中間
発表会に向けて準備
・各学年発表会で８題の発表をする（中間発
表８題）
○学習を進路決定に生かす。
・「地域や社会のために何をすべきか考える」
肯定的回答R６_６２％→R７_１回目６４．９％

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト
～」を進めるに当たっての地域学校協
働活動推進員との検討会（事前事後）
②発表会に向けてのプレゼンの能力の
育成
③成果を進路での面接、作文、集団討
論等で生かす進路指導

A

○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の推進
・３年総合発表会で成果を上げた・２年中間発表
会に向けて準備
・各学年発表会で８題の発表をする（中間発表８
題）
〇学校評価アンケート　「将来地域に貢献したい
と考えていますか」
肯定的回答R６_３年５３％→R７_３年８５％
○学習を進路決定に生かす
・「地域や社会のために何をすべきか考える」
肯定的回答R６_６２％→R７_２回目６９．４％
・進路決定率９０．１％

①「いのち輝け～さくら咲くプロ
ジェクト～」を進めるに当たって
の地域学校協働活動推進員と
の検討会（事前事後）
②発表会に向けてのプレゼン
の能力の育成
③成果を進路での面接、作
文、集団討論等で生かす進路
指導の研究

①授業参観週間等の公開授業
や「生徒が活動する授業」（生徒
の発表機会の確保、タブレットの
活用など）の実践により、学習事
項の理解・定着
②合理的配慮に基づく基礎的環
境の改善
③教科横断教育について校内
研修により理解を深める

学
校
の
振
興

★学校の魅力化・特色化
〇地域の生徒の進路保障
〇地域に貢献する人材の育成
〇合理的配慮に基づいた指導

○入学者数の増加　　　・地元７中学校からの進学率
R６_１２．１％→R７_２０％以上
○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の推進
・３年総合発表会・２年中間発表会の成功・各学年８
題以上の発表
○生徒会活動・部活動の活性化
・中高生会議、地域マネジメント部のガイド等の活動
の実施
〇学校運営協議会を年３回開催
〇合理的配慮に基づいた指導に関する校内研修を
年２回開催

①連携・交流：　地域の大人、近隣小・中学校・保育園との交流
②広報：　佐高だより、佐高かわら版、公式HP、新聞、折込等の活用
③ 地域貢献活動： 部活動、「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の
広報活動の強化
④ PTAや地域との連携：　PTA総会、学校運営協議会、地域に根差し
た佐川高校を後援する会、地域学校協働活動推進員等の活用
⑤地域・行政との連携：地域コンソーシアムによる生徒数確保の取組
⑥専門家訪問年間３回、指導主事訪問２回を活用し、集団における授
業の工夫や合理的配慮の提供の研究

B

○ホームページの更新回数の増加
○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の推進
・３年総合発表会・２年中間発表会の成功・各学年８
題以上の発表
○生徒会活動・部活動の活性化
・中高生会議、地域マネジメント部のガイド等の活動
の実施
・「トビタテ！留学JAPAN新・日本プログラム」生徒参
加
〇学校運営協議会を年１回開催
〇合理的配慮に基づいた指導に関する校内研修を
年２回開催

①連携・交流：　地域の大人、近隣小・中学校・
保育園との交流
②広報：　佐高だより、佐高かわら版、公式HP、
新聞、折込等の活用
③ 地域貢献活動： 部活動、「いのち輝け～さく
ら咲くプロジェクト～」の広報活動の強化
④ PTAや地域との連携：　PTA総会、学校運営
協議会、地域に根差した佐川高校を後援する
会、地域学校協働活動推進員等の活用
⑤地域・行政との連携：地域コンソーシアムによ
る生徒数確保の取組
⑥専門家訪問年間３回、指導主事訪問２回を
活用し、集団における授業の工夫や合理的配
慮の提供の研究

A

○ホームページの更新回数の増加
○入学者数の増加　地元７中学校からの進学率
１８％
○「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト～」の推進
・３年総合発表会・２年中間発表会の成功・各学
年８題以上の発表
○生徒会活動・部活動の活性化
・中高生会議、地域マネジメント部のガイド等の活
動の実施
・「トビタテ！留学JAPAN新・日本プログラム」生徒
参加、報告会７回
〇学校運営協議会を年３回開催
〇合理的配慮に基づいた指導に関する校内研修
を年３回開催

①連携・交流：　地域の大人、近隣小・
中学校・保育園との交流
②広報：　佐高だより、佐高かわら版、
公式HP、新聞、折込等の活用
③ 地域貢献活動： 部活動、「いのち輝
け～さくら咲くプロジェクト～」の広報活
動の強化
④ PTAや地域との連携：　PTA総会、
学校運営協議会、地域に根差した佐
川高校を後援する会、地域学校協働
活動推進員等の活用
⑤地域・行政との連携：地域コンソーシ
アムによる生徒数確保の取組

教
科
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情
報活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課
題発見や解決に結び付ける力の
育成

○授業改善のための研究授業の実施
・言語活動や情報活用能力を意識的に設定し
ているかなどを研究する公開授業を学期に１回
行う。
○総合的な学習の時間の成果を各教科に生か
す。
・「授業ではまとめたり発表をしたりする場面が
ある」肯定的回答R６_９１％→R７_９５％

①授業参観週間の公開授業により　「生徒が活動する授業」（生
徒の発表機会の確保、タブレットの活用など）の実践により、学習
事項の理解・定着
②合理的配慮に基づく基礎的環境の改善
③教科を超えた 校内研修により言語能力・情報活用能力を養う
効果的指導法、ICTの効果的活用法、指導と評価の一体化など
を検討

B

○授業改善のための研究授業の実施
・言語活動や情報活用能力を意識的に設定している
かなどを研究する公開授業を２回実施。
・合理的配慮に基づく基礎的環境の改善に8人がモ
デル実践を行い、全教員の実践へ
○総合的な学習の時間の成果を各教科に生かす
・「授業ではまとめたり発表をしたりする場面がある」
肯定的回答R６_９１％→R７_１回目９８．７％

①授業参観週間等の公開授業や「生徒が活
動する授業」（生徒の発表機会の確保、タブ
レットの活用など）の実践により、学習事項の
理解・定着
②合理的配慮に基づく基礎的環境の改善
③教科を超えた 校内研修により言語能力・
情報活用能力を養う効果的指導法、ICTの
効果的活用法、指導と評価の一体化などを
検討

A

○授業改善のための研究授業の実施
・言語活動や情報活用能力を意識的に設定して
いるかなどを研究する公開授業を２回実施
・合理的配慮に基づく基礎的環境の改善に8人の
モデル実践後、全教員が実践した
○総合的な学習の時間の成果を各教科に生かす
・「授業ではまとめたり発表をしたりする場面があ
る」肯定的回答R６_９１％→R７_２回目９４．３％

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

〇倫理観堅持のための具体的目標
・不祥事防止研修の参加率９０％以上
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_５回→R７_６回以上
〇不祥事防止委員会
・不祥事防止委員会の実施回数R６_５回→R７_６
回以上

①スクールロイヤーなどの校内研修の実施
②不祥事防止委員会の活用
③管理職面談やＳＣのカウンセリングによって教職員のこころの
状態の把握
④校務分掌の長による注意喚起・説明

B

〇倫理観堅持のための具体的目標
・不祥事防止研修の参加率９０％以上
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_５回→R７_５回
〇不祥事防止委員会
・不祥事防止委員会の実施回数R６_５回→R７_３
回

①スクールロイヤーなどの校内研修の
実施
②不祥事防止委員会の活用
③管理職面談やＳＣのカウンセリングに
よって教職員のこころの状態の把握
④校務分掌の長による注意喚起・説明

A

〇倫理観堅持のための具体的目標
・不祥事防止研修の参加率９０％以上
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_５回→R７_７回
〇不祥事防止委員会
・不祥事防止委員会の実施回数R６_５回→R
７_６回

○C層以上の生徒の増加
・１年：R７_１年１回目４５．５％→１年２回目４７．６％
・２年：R６_１年１回目２６．９％→２年２回目４２．３％
○授業外学習時間の増加・「ほとんど学習しない」
R６_２９．８％→R７_２回目２２．４％
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・「将来の可能性を広げるために勉強」肯定的回答
R６_８３．７％→R７_２回目８９．１％
○授業外で自主的に調べ、考える生徒：２回目１年
５２．３％、２年２９．１％、３年４２．９％
○進路達成
・国公立大・公務員に複数合格者となった
・進路決定率９０．１％

①ICT研修の実施、合理的配
慮の観点での公開授業の実施
②授業外学習時間の増加や自
主的な学びに対する取組の継
続
③授業デザイン（プロジェクト
チーム）活動・生徒が主体とな
る授業・個別最適な学び・協働
的な学び・授業と授業外学習
のシームレス化の継続と改善

取
組
項
目

チ
ー

ム
学
校

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎となる知識・技能
○思考力、判断力、表現力
○生涯にわたって学び続ける意欲
★自己の将来とのつながりを見通
した学び
○社会の形成に主体的に参画す
るために必要な資質・能力
○キャリアデザイン力（やりぬく力）

○C層以上の生徒の増加
・１年：R７_１年１回目４５．５％→１年２回目５０％
・２年：R６_１年１回目２６．９％→２年２回目３５％
○授業外学習時間の増加
・「ほとんど学習しない」R６_２９．８％→R７_２５％
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・「将来の可能性を広げるために勉強」肯定的
回答R６_８３．７％→R７_８９％
○進路達成
・国公立大・公務員に複数合格者を出す
・進路決定率１００％

①「すらら」などＩＣＴ教材を使っての基礎学力を向上することが
必要である。そのためにＩＣＴ支援員の個人指導、研修活動が大
事である。また今年導入して好評であった授業公開月間を企画
して、教員相互の「学びあい」を進めていく。
②授業外学習時間の増加に対する取組を進める。
③授業デザイン（プロジェクトチーム）活動
・生徒が主体となる授業・個別最適な学び・協働的な学び・授業
と授業外学習のシームレス化を進める。

B

○C層以上の生徒の増加
・１年：R７_１年１回目４５．５％→１年２回目５０％
・２年：R６_１年１回目２６．９％→２年1回目２６．９％
○授業外学習時間の増加・「ほとんど学習しない」
R６_２９．８％→R７_１回目１８．９％
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・「将来の可能性を広げるために勉強」肯定的回
答R６_８３．７％→R７_１回目８９．９％
○授業外で自主的に調べ、考える生徒：１回目１
年５９．１％、２年３８．４％、３年６０．６％

①ICT研修の実施、授業参観週間
での公開授業の実施
②授業外学習時間の増加や自主
的な学びに対する取組の継続
③授業デザイン（プロジェクトチー
ム）活動・生徒が主体となる授業・個
別最適な学び・協働的な学び・授
業と授業外学習のシームレス化の
継続

B

①スクールロイヤーなどの校内研
修の実施
②不祥事防止委員会の活用
③管理職面談やＳＣのカウンセリン
グによって教職員のこころの状態の
把握
④校務分掌の長による注意喚起・
説明

働
き
方

改
革

★長時間勤務の解消
〇業務の分担
〇年休等の取得の推進

○月４５時間以上勤務者R６_延べ１名→R７_延
べ２名以下、月８０時間　０名
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_１回→R７_3回以上

① 全定合同校内研修会の実施　　② 会議の精選及び時間設定
③ 部活動の効率的運営
④ グループウエアの活用による情報共有
⑤ＩＣＴを活用したペーパーレス化（各会議資料等）

C

○月４５時間以上勤務者R６_延べ１名→R７_延べ６
名、月８０時間　０名
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_１回→R７_４回

① 全定合同校内研修会の実施
② 会議の精選及び時間設定
③ 部活動の効率的運営
④ グループウエアの活用による情報共有
⑤ＩＣＴを活用したペーパーレス化（各会議資料等）

B

○月４５時間以上勤務者R６_延べ１名→R７_
延べ６名、月８０時間　０名
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数R６_１回→R７_４回

① 全定合同校内研修会の実施
② 会議の精選及び時間設定
③ 部活動の効率的運営
④ グループウエアの活用による情報共有
⑤ＩＣＴを活用したペーパーレス化（各会議
資料等）　⑥ノー残業デーの実施

令和７年度 学校経営計画・学校評価 ■４月８日(火)提出 ■１０月２日(木)提出 ■３月１３日(金)提出


